
回目菖小’’１１Ｋ．雁

日時：平成28年３月５日（土） １５:30～１７:3０

会場：青森県観光物産館アスパム６階「岩木」

会費：１，０００円

共催：青森小児血液・腫蕩研究会、協和発酵キリン株式会社

※本研究会は日本小児科学会専門医制度の研修会であり、２単位が認められています。



プログラム

１５：３０～１５：３５

【開会挨拶】 弘前大学大学院医学研究科小児科学講座教授伊藤悦朗先生

１５：３５～１５：４５

【製品紹介】 ｢ジーラスタ皮下注製品紹介」協和発酵キリン株式会社

１５：４５～１６：２５

【一般演題】 発表時間６分、質疑４分（演者敬称略

１５：４５～１６：０５座長青森県立中央病院小児科部長池田保彦先生

１．ALK遺伝子変異を認めた家族性神経芽腫の１家系

弘前大学大学院医学研究科小児科学講座工藤耕､小山石隼､神尾卓哉､佐々木伸也、

照井君典、伊藤悦朗

弘前大学大学院医学研究科小児外科学講座須貝道博

２．腹腔内巨大腫傷に対して塞栓術を施行した一例

弘前大学医学部放射線科学講座対馬史泰、藤田環、藤田大真、掛端伸也、清野浩子、

三浦弘行、小野修一、高井良尋

弘前大学医学部小児科学講座神尾卓哉、伊藤悦朗

１６：０５～１６：２５座長弘前大学大学院医学研究科小児科学講座准教授照井君典先生

３．巨大腫傷の４例

弘前大学大学院医学研究科小児外科学講座山岸徳子、須貝道博、石戸圭之輔、

小林完、木村俊郎、袴田健一

４．ROS1fusionが検出された小児epitheIioidmyofibrobIasticsarcomaの１例

弘前大学大学院医学研究科分子病態病理学講座佐藤次生､板橋智映子､八木橋操六、

水上浩哉

１６：２５～１７：２５

【特別講演】

座長弘前大学大学院医学研究科病理診断学講座教授黒瀬顕先生

『小児がん臨床研究における中央病理診断の役割』

福島県立医科大学会津医療センター病理診断科

教授北篠洋先生
１７：２５～１７：３０

【閉会挨拶】 弘前大学大学院医学研究科小児外科学講座准教授須貝道博先生


